
一　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
の
位
置
と
環
境

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
紀
ノ
川
右
岸
の
扇
状
地
端
部
に
立
地
す
る
遺
跡
で
、
一
九
七
七
年

に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
の
結
果
、
中
世
城
館
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
跡
は
東
西

一
　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
の
中
世
遺
物
組
成

北
野 

隆
亮  K

IT
A

N
O

 R
yusuke

は
じ
め
に

　
紀
伊
半
島
北
部
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
お
け
る
中
世
城
館
の
う
ち
、
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
遺
跡
は
、
太
田
城
跡
（
太
田
・
黒
田
遺
跡
）、
西
庄
Ⅱ
遺

跡
、
中
野
城
跡
（
中
野
遺
跡
）、
木
本
城
跡
（
城
山
遺
跡
）
な
ど
が
あ
る
（
図
（
（
（（
）。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
う
ち
、
太
田
城
跡
の
遺
物
組
成
を
検
討
し
た
研
究
が
あ
（
（
（

る
。
研

究
の
方
法
は
、
出
土
遺
物
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
破
片
単
位
で
種
類
を
識
別

し
分
類
を
行
い
、
種
類
別
に
破
片
数
を
集
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
成
比
率
を
導
く
こ

と
で
遺
物
群
の
特
徴
抽
出
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
方
法
を
用
い
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
離
れ
て
立
地
す
る
遺
跡
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
（
（
（

る
。

　
紀
伊
半
島
北
部
に
お
け
る
中
世
城
館
の
様
相
を
知
る
た
め
、
沿
岸
地
域
の
な
か
で

も
最
も
海
に
近
い
西
庄
Ⅱ
遺
跡
を
取
り
上
げ
、
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
別
の
破

片
数
集
計
調
査
を
行
っ
た
。

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
中
世
か
ら
近
世
（
十
一
世
紀

後
半
～
十
八
世
紀
代
）
の
長
期
に
渡
り
、
屋
敷
地
遺
構
が
存
続
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
遺
跡
で
あ
（
（
（
る
。

　
な
お
、
発
掘
調
査
に
お
け
る
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
遺
物
は
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会

の
所
管
で
あ
り
、
和
歌
山
県
の
収
蔵
施
設
に
お
い
て
収
蔵
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
資
料
の
一
部
は
、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の
丘
及
び
和
歌
山
県
立
博
物
館
に

お
い
て
展
示
・
保
管
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。

図 1　西庄Ⅱ遺跡周辺の発掘調査された中世城館位置図
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鎌
倉
時
代
に
は
、
当
地
に
木
本
氏
と
呼
ば
れ
る
武
士
が
お
り
、
湯
浅
党
の
構
成
員

と
な
っ
て
い
た
。
湯
浅
党
と
し
て
の
結
番
体
制
を
定
め
た
文
書
「
嘉
禎
四
年
（
一
二

三
八
）
結
番
定
文
」
に
木
本
左
衛
門
尉
宗
時
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
、
湯
浅
党
の
諸

氏
を
所
領
ご
と
に
把
握
し
、
番
に
結
ん
で
い
る
文
書
「
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
結

番
定
文
」
に
は
、
一
四
番
に
「
木
本
東
庄
」、
続
く
一
五
番
に
「
同
西
庄
」
が
み
え

る
。
こ
の
一
族
は
、
代
々
源
氏
を
称
し
て
お
り
、
源
有
政
ら
私
領
主
親
子
が
在
地
に

支
配
基
盤
を
築
く
こ
と
に
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
土
着
し
、
や
が
て
木
本
氏
と
し

て
在
地
領
主
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
（
（
（

る
。
そ
う
し
て
木
本
氏
は
、
木
本
荘
の
開
発

領
主
と
し
て
、
東
大
寺
を
本
所
と
仰
ぎ
、
自
ら
は
地
頭
と
し
て
荘
園
の
管
理
に
当
た

っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
木
本
氏
は
鎌
倉
時
代
末
期
の
元
弘
の
乱
（
一
三
三

一
）
に
参
加
し
、
和
泉
国
熊
取
荘
の
地
頭
職
を
獲
得
し
た
。
元
弘
三
年
（
一
三
三

三
）、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
新
政
が
始
ま
る
と
、
北
条
氏
残
党
の
反
乱
が
全

国
で
引
き
起
こ
さ
れ
、
紀
伊
に
お
い
て
も
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
に
六
十
谷
定

尚
が
飯
盛
山
に
城
を
築
き
挙
兵
し
た
。
追
討
軍
は
、
紀
伊
・
河
内
・
和
泉
よ
り
動
員

さ
れ
、
木
本
氏
は
木
本
宗
元
が
足
利
氏
の
部
将
斯
波
高
経
に
属
し
て
参
加
し
て

い
（
（
（

る
。

　
戦
国
時
代
の
和
歌
山
平
野
は
、
雑
賀
荘
を
中
心
と
し
た
惣
的
結
合
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
雑
賀
五
組
（
雑
賀
荘
・
中
郷
・
十
ヶ
郷
・
三
上
郷
・
社
家
郷
）
な
ど
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
惣
国
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
雑
賀
惣
国

は
「
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
七
月
吉
日
湯
河
直
春
起
請
文
」
の
宛
所
に
記
さ
れ
た

構
成
員
か
ら
、
和
歌
山
平
野
を
中
心
と
し
た
名
草
郡
と
沿
岸
部
の
海
部
郡
の
一
部
を

占
め
る
広
大
な
範
囲
で
あ
り
、
十
ヶ
郷
に
木
本
源
内
大
夫
の
名
前
が
み
え
る
こ
と
か

ら
、
木
本
氏
は
雑
賀
惣
国
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
（
（1
（
る
。

二　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
の
中
世
城
館

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
、
一
九
七
八
年
度
に
宅
地
造
成
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
が

二
八
〇
ｍ
、
南
北
二
〇
〇
～
二
五
〇
ｍ
、
面
積
約
六
万
㎡
の
範
囲
が
マ
ー
ク
さ
れ
て

い
（
（
（
る
。

　
遺
跡
は
、
和
泉
山
脈
か
ら
南
に
派
生
す
る
尾
根
の
先
端
部
分
の
高
台
に
築
か
れ
て

お
り
、
紀
ノ
川
河
口
部
の
和
歌
山
平
野
と
そ
の
沿
岸
部
を
広
く
眺
望
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
遺
跡
の
東
西
は
小
規
模
な
谷
に
分
断
さ
れ
た
地
形
と
な
っ
て
お
り
、
東
側
の

谷
を
越
え
た
地
点
か
ら
北
に
大
阪
府
岬
町
多
奈
川
に
至
る
猿
坂
峠
越
え
の
道
が
通
じ

る
。
周
囲
の
中
世
遺
跡
は
、
本
遺
跡
を
挟
み
丘
陵
裾
に
東
西
に
連
な
る
よ
う
に
分
布

し
て
い
る
。

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
の
位
置
は
、
平
安
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
当
地
に
存
在
し
た
海
部
郡

木
本
荘
の
範
囲
に
当
た
る
。
木
本
荘
は
、
康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
七
月
二
十
三
日

付
の
東
大
寺
政
所
下
文
案
に
「
別
院
崇
敬
寺
所
領
紀
伊
国
木
本
庄
」
と
あ
る
の
が
初

見
と
さ
れ
、
東
大
寺
末
寺
崇
敬
寺
（
現
奈
良
県
桜
井
市
安
倍
寺
）
領
と
し
て
一
一
世

紀
半
ば
頃
か
ら
寺
家
の
指
導
で
開
発
が
始
め
ら
れ
、
当
時
一
〇
〇
町
歩
余
の
耕
地
を

有
す
る
荘
園
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
寺
家
に
よ
る
荘
園
成
立
の

初
期
に
国
司
に
よ
る
収
公
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
当
荘
関
係
文
書
が
流
出
し
、
村

上
源
氏
の
一
族
と
さ
れ
る
有
雄
丸
に
文
書
と
荘
園
が
譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
有
雄

丸
と
そ
の
父
源
有
政
ら
は
東
大
寺
・
崇
敬
寺
と
当
荘
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
対
立

し
、
当
荘
内
で
武
力
衝
突
を
起
こ
し
た
と
さ
れ
る
。
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
七
月

二
十
日
付
の
東
大
寺
八
幡
宮
所
司
申
状
案
に
崇
敬
寺
が
当
荘
の
年
貢
の
一
部
を
分
け

て
東
大
寺
鎮
守
八
幡
宮
に
寄
進
し
た
と
み
え
、
こ
れ
に
よ
り
崇
敬
寺
は
東
大
寺
に
加

え
て
八
幡
宮
の
宗
教
的
権
威
を
利
用
し
て
源
有
政
ら
に
対
抗
し
た
と
さ
れ
、
対
立
は

続
い
た
。
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
寺
家
は
使
を
派
遣
し
荘
園
四
至
内
の
検
注
を
行

い
、
同
年
九
月
八
日
付
で
木
本
荘
検
田
目
録
注
進
状
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
現
作
田
七
五
町
五
反
二
四
〇
町
歩
で
得
田
七
〇
町
五
反
な
ど
内
訳
が
記
さ
れ
る

が
、
案
主
田
と
職
事
が
西
分
と
東
分
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、
後
に
当
荘
が
西
荘
と
東

荘
に
別
れ
て
み
え
る
こ
と
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
西
分
が
先
に
記
さ
れ
る

こ
と
か
ら
当
荘
の
中
心
が
西
分
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
（
（
（
る
。
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行
わ
れ
、
遺
跡
中
心
部
の
約
三
〇
〇
〇
㎡
（
第
Ⅰ
地
区
）
で
、
中
世
か
ら
近
世
（
十

一
世
紀
後
半
～
十
八
世
紀
代
）
の
長
期
に
渡
る
屋
敷
地
遺
構
が
存
続
し
た
こ
と
が
あ

き
ら
か
に
さ
れ
た
。

　
中
世
の
遺
構
は
東
西
と
南
北
方
向
の
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
一
ｍ
の
溝
で
長
方
形
に

区
画
さ
れ
て
お
り
、
東
西
に
長
い
区
画
二
単
位
（
北
区
画
・
南
区
画
）
と
、
そ
の
東

に
隣
接
す
る
南
北
に
長
い
区
画
一
単
位
（
東
区
画
）
が
調
査
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
区

画
は
調
査
前
の
水
田
区
画
の
形
状
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
南
に
未
調
査
の
東

西
に
長
い
区
画
一
単
位
が
存
在
し
、
合
計
四
単
位
の
区
画
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
た
（
図
（
（（
（（
）。

　
一
区
画
の
規
模
は
、
北
区
画
は
東
西
五
四
ｍ
、
南
北
二
四
ｍ
、
南
区
画
は
東
西
四

八
ｍ
、
南
北
二
四
ｍ
を
測
る
。
東
区
画
に
つ
い
て
は
区
画
全
体
の
調
査
は
行
わ
れ
て

い
な
い
が
、
南
北
四
〇
ｍ
以
上
、
東
西
一
八
ｍ
以
上
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
一
区
画
は
お
お
む
ね
長
辺
約
五
〇
ｍ
、
短
辺
約
二
四
ｍ
の
規
模
を
測
る
と
み

ら
れ
、
長
辺
は
半
町
規
模
、
短
辺
が
そ
の
半
分
の
長
さ
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
区
画
内
に
は
掘
立
柱
建
物
、
石
組
井
戸
、
土
坑
、
埋
甕
、
区
画
溝
、
柵
な
ど

が
検
出
さ
れ
た
。

　
掘
立
柱
建
物
は
二
〇
棟
以
上
検
出
さ
れ
た
が
、
北
区
画
と
南
区
画
を
二
分
す
る
東

西
方
向
大
溝
に
平
行
・
直
交
す
る
棟
方
向
の
も
の
、
南
北
方
向
の
東
溝
と
同
方
向
か

近
似
す
る
棟
方
向
の
も
の
、
北
区
画
と
南
区
画
の
区
画
内
に
み
ら
れ
る
小
規
模
の
溝

に
沿
っ
た
棟
方
向
の
も
の
の
三
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
た
。
東
西
方
向
大
溝
は
二
時

期
あ
り
、
当
初
は
二
箇
所
に
橋
を
架
け
て
い
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
後
改
修
し
て
橋
を

架
け
る
た
め
の
張
り
出
し
部
を
同
じ
場
所
二
箇
所
に
設
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
東
西
方
向
大
溝
が
埋
め
ら
れ
た
後
に
西
方
向
に
軸
が
傾
く
小
規
模
の
溝
を
掘

削
し
て
い
る
。
中
世
城
館
の
遺
構
は
、
区
画
内
の
施
設
や
区
画
溝
の
変
遷
か
ら
三
時

期
に
区
分
さ
れ
た
。

　
第
一
期
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
は
、
中
国
製
陶
磁
器
、
国
産
陶
器
、
土
師
器
、
瓦

器
、
東
播
系
須
恵
器
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
国
製
陶
磁
器
（
青
磁
、
白

図 2　西庄Ⅱ遺跡検出の中世城館遺構全体平面図
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し
、
種
類
別
破
片
数
集
計
を
行
っ

（
（1
（
た
。

　
調
査
の
方
法
は
、
出
土
遺
物
を
詳
細
に
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
土
器
・
陶
磁
器

の
各
破
片
単
位
で
種
類
を
識
別
し
、
種
類
別
・
器
形
別
に
分
類
を
行
っ
た
上
で
種
類

別
・
器
形
別
に
破
片
数
を
集
計
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
成
比
率
を
導
き
、
遺
物
群
の
特

徴
を
示
す
基
礎
資
料
と
す
（
（1
（

る
。

　
出
土
遺
物
に
つ
い
て
分
類
・
集
計
の
結
果
、
お
お
む
ね
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
六

世
紀
末
ま
で
の
土
器
・
陶
磁
器
の
総
破
片
点
数
は
一
三
三
四
三
点
を
数
え
た
。（
表

（
）。

　
種
類
の
内
訳
は
、
瓦
器
三
〇
〇
一
点
、
中
世
の
土
師
器
八
六
七
六
点
、
土
師
質
・

瓦
質
土
器
四
二
六
点
、
東
播
系
須
恵
器
六
三
点
、
山
茶
椀
三
点
、
常
滑
焼
二
五
六

点
、
備
前
焼
五
五
〇
点
、
丹
波
焼
二
点
、
信
楽
焼
一
点
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
一
〇

六
点
を
数
え
た
。
輸
入
陶
磁
器
は
、
中
国
製
二
五
七
点
（
白
磁
六
八
点
、
青
白
磁
二

点
、
青
磁
一
三
三
点
、
染
付
五
三
点
、
褐
釉
陶
器
一
点
）、
朝
鮮
製
二
点
（
白
磁
一

点
・
褐
釉
陶
器
一
点
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
を
操
作
し
、
円
グ
ラ
フ
に
各
種
の

組
成
比
率
（
％
）
と
し
て
図
（
に
示
す
。

　
種
類
別
の
破
片
数
を
比
率
で
み
た
場
合
、
値
の
大
き
い
順
に
、
中
世
土
師
器
六
五

％
、
瓦
器
二
三
％
、
備
前
焼
四
％
、
土
師
質
・
瓦
質
土
器
三
％
、
輸
入
陶
磁
器
二

％
、
常
滑
焼
二
％
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
一
％
と
な
る
（
図
（
左
上
）。
種
類
別
の

組
成
比
率
は
中
世
土
師
器
が
六
割
強
、
瓦
器
が
四
分
の
一
の
高
比
率
で
あ
り
、
こ
の

二
種
で
全
土
器
の
約
九
割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
種
類
を
無
視
し
、
壺
・
甕
な
ど
の
器
形
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
器
種
（
器
形
）
別

に
集
計
を
行
い
、
前
例
と
同
様
の
操
作
を
行
っ
た
（
表
（
）。
そ
の
結
果
、
器
種
別

の
破
片
数
を
比
率
で
み
た
場
合
、
値
の
大
き
い
順
に
、
皿
五
六
％
、
椀
二
五
％
、

釜
・
鍋
八
％
、
甕
六
％
、
片
口
鉢
・
擂
鉢
三
％
、
壺
・
瓶
類
一
％
、
火
鉢
一
％
と
な

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
器
種
別
の
破
片
数
で
組
成
比
率
を
み
た
場
合
、
皿
が
六
割

弱
、
椀
が
四
分
の
一
の
高
比
率
を
占
め
た
（
図
（
右
上
）。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
器
種
を
使
用
の
目
的
別
、
す
な
わ
ち
用
途
別
に
分
類
し
、
組
成

磁
）・
瓦
器
椀
・
東
播
系
須
恵
器
甕
の
所
属
年
代
か
ら
、
第
一
期
の
遺
構
に
伴
う
遺

物
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
四
世
紀
前
半
ま
で
の
も
の
で
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌

倉
時
代
末
期
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

　
第
二
期
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
は
、
中
国
製
陶
磁
器
、
国
産
陶
器
、
土
師
器
、
瓦

器
、
瓦
質
土
器
、
東
播
系
須
恵
器
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
国
製
陶
磁
器
（
青

磁
、
白
磁
）・
国
産
陶
器
（
常
滑
焼
、
備
前
焼
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
）・
瓦
器
椀
・

瓦
質
土
器
の
所
属
年
代
か
ら
、
第
二
期
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
は
第
一
期
の
時
期
の
も

の
を
除
き
、
十
四
世
紀
前
半
か
ら
十
五
世
紀
後
半
ま
で
の
も
の
で
、
南
北
朝
時
代
か

ら
室
町
時
代
前
半
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

　
第
三
期
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
は
、
中
国
製
陶
磁
器
、
国
産
陶
器
、
土
師
器
、
瓦
質

土
器
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
国
製
陶
磁
器
（
青
磁
、
白
磁
、
染
付
な
ど
）・

常
滑
焼
大
甕
・
備
前
焼
（
大
甕
・
擂
鉢
）・
瓦
質
土
器
（
羽
釜
・
小
型
香
炉
）
の
所

属
年
代
か
ら
、
第
三
期
の
遺
構
に
伴
う
遺
物
は
、
十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
後

半
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
間
の
も
の
で
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
戦

国
時
代
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
中
世
城
館
は
、
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物
の
検
討
か

ら
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
戦
国
時
代
末
期
ま
で
の
長
期
間
に
渡
り
存
続
し
た
も
の

で
、
立
地
環
境
や
中
世
文
書
な
ど
か
ら
荘
園
・
木
ノ
本
西
庄
の
有
力
者
屋
敷
地
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
山
平
野
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

中
世
の
城
館
跡
と
し
て
唯
一
の
貴
重
な
例
で
あ
（
（1
（
る
。

三　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
に
お
け
る
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
遺
物
組
成

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
内
容
を
分
析
す
る
た
め
に
、
中
世
か

ら
近
世
（
十
一
世
紀
後
半
～
十
八
世
紀
代
）
に
渡
る
屋
敷
地
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
第

Ⅰ
地
区
の
出
土
遺
物
を
調
査
対
象
と
し
た
。
調
査
は
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世

紀
末
に
至
る
中
世
城
館
の
時
期
を
対
象
と
し
、
そ
の
時
期
の
土
器
・
陶
磁
器
を
抽
出
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大分類 種類 器形 破片数
日本
土器

瓦器 椀 （（（（
皿 （（

土師器 杯・椀 （0
皿 （（（（
釜 （（（（
鍋 （（（

その他・不明 （
瓦質土器 片口鉢・擂鉢 （（

壺 （
甕 （（（

羽釜 （（
足釜 （

鍋 （
火鉢 （（
香炉 （（

その他・不明 （
土師質土器 片口鉢・擂鉢 （

壺 （
甕 （（

火鉢 （（
香炉 （

その他・不明 （
土師質 ･ 瓦質土器 片口鉢・擂鉢 （

羽釜 （
足釜 （
火鉢 （（
香炉 （

その他・不明 （
日本
陶器

東播系須恵器 片口鉢 （（
壺・甕 （

山茶椀 椀 （
常滑焼 壺 （（

甕 （（（
備前焼 擂鉢 （（（

壺 （（
甕 （（（

水屋甕 （
徳利 （（
建水 （

丹波焼 壺 （
甕 （

信楽焼 壺 （
瀬戸 ･ 美濃系陶器 灰釉丸椀 （

灰釉平椀 （
灰釉皿 （（

灰釉菊皿 （
灰釉卸皿 （

灰釉杯 （
灰釉盤 （
灰釉瓶 （
灰釉壺 （

天目茶椀 （（
褐釉壺 （（

長石釉皿 （（
中国
陶磁器

白磁 椀 （（
皿 （0

小杯 （
合子 （

青磁 椀 （0（
皿 （（
盤 （

染付 椀 （（
皿 （（
盤 （
鉢 （

その他・不明 （
青白磁 合子 （

黒褐釉陶器 壺 （
朝鮮
陶磁器

白磁 皿 （
褐釉陶器 船徳利 （

合計破片点数 （（（（（

表 1 西庄Ⅱ遺跡の中世土器・陶磁器 種類別破片数集計表

用途 器形 種類 破片数 器形別小計 用途別集計
椀 瓦器 （（（（

山茶椀 （
中世土師器 （0
瀬戸美濃系 （（
白磁 （（

食膳具 青磁 （0（
染付 （（ （（（（

皿 瓦器 （（
土師器 （（（（
瀬戸美濃系 （（
中国製白磁 （0
中国製青磁 （（
中国製染付 （（
朝鮮製白磁 （ （（（（

小杯 瀬戸美濃系 （
中国製白磁 （ （

盤・鉢 瀬戸美濃系 （
備前焼 （
中国製青磁 （
中国製染付 （ （（

徳利 備前焼 （（
朝鮮製褐釉 （ （（ （00（（

調理具 片口鉢・擂鉢 東播系須恵器 （（
土師質 ･ 瓦質 （（
備前焼 （（（ （（（ （（（

貯蔵具 壺 ･ 瓶 土師質 ･ 瓦質 （
瀬戸美濃系 （（
常滑焼 （（
備前焼 （（
丹波焼 （
信楽焼 （
中国製黒褐釉 （ （（

甕 東播系須恵器 （
土師質 ･ 瓦質 （（（
常滑焼 （（（
備前焼 （（（
信楽焼 （ （（（ （（（

煮炊具 釜・鍋 土師器 （00（
土師質 ･ 瓦質 （（ （0（（ （0（（

暖房具 火鉢 土師質 ･ 瓦質 （（ （（ （（
仏具 香炉 土師質 ･ 瓦質 （（ （（ （（
総破片数 （（（（（ （（（（（ （（（（（
※器種識別の可能なものに限る

表 2　西庄Ⅱ遺跡の中世土器・陶磁器 用途・器形別破片数集計表

産地 種類 破片数 産地別小計
東海地方 山茶椀 （

瀬戸美濃系 （0（
常滑 （（（ （（（

瀬戸内地方 備前 （（0 （（0
近畿地方 東播系須恵器 （（

丹波・信楽 （ （（
輸入陶磁器 中国製白磁 （（

中国製青白磁 （
中国製青磁 （（（
中国製染付 （（
中国製黒褐釉 （
朝鮮製白磁 （
朝鮮製褐釉 （ （（（

搬入品合計 （（（0 （（（0

表 3　西庄Ⅱ遺跡の中世陶磁器 産地別破片数集計表
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図 3　西庄Ⅱ遺跡の中世土器・陶磁器破片数組成比率

中世土師器
65%

瓦器
23%

備前焼
4%

土師質・瓦質土器
3%

輸入陶磁器
2%

常滑焼
2%

瀬戸・美濃系陶器
1%

種類別組成比率

片口鉢・擂鉢
3%

壺・瓶
1%

火鉢
1%

器種別組成比率

皿
56%椀

25%

釜・鍋
8%

甕
6%

食膳具
81%

煮炊具
8%

貯蔵具
7%

調理具
3%

暖房具
1%

用途別組成比率

瀬戸内地方
44%

東海地方
30%

輸入陶磁器
21%

近畿地方
5%

陶磁器産地別組成比率
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消
費
が
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
遺
跡
の
特
徴
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
、
本
遺
跡
は
中
世
を
通
じ
た
時
期
の
土
器
・
陶
磁
器
類
が
豊
富
に
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
恒
常
的
な
生
活
の
場
が
継
続
的
に
存
在
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
遺
跡
自
体
が
一
大
消
費
地
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
東
側
（
東
海
地
方
）

か
ら
の
も
の
と
西
側
（
瀬
戸
内
地
方
）
か
ら
の
両
方
向
か
ら
の
陶
磁
器
類
が
大
量
に

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
一
定
量
の
輸
入
陶
磁
器
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
、
紀
ノ

川
河
口
部
に
近
く
、
太
平
洋
沿
岸
部
に
近
接
す
る
と
い
っ
た
遺
跡
の
立
地
と
考
え
合

わ
せ
た
場
合
、
海
運
を
用
い
た
と
み
ら
れ
る
流
通
の
実
体
が
背
後
に
存
在
し
た
と
予

想
さ
れ
、
本
遺
跡
は
そ
れ
に
関
与
し
た
中
世
城
館
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
当
地
に
存
在
し
た
東
大
寺
末
寺
崇
敬
寺
（
現
奈
良
県
桜
井
市
安
倍
寺
）
領

木
本
荘
は
十
一
世
紀
半
ば
頃
か
ら
開
発
さ
れ
た
こ
と
と
西
庄
Ⅱ
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た

城
館
の
成
立
時
期
が
一
致
す
る
こ
と
、
そ
の
後
木
本
荘
は
西
荘
と
東
荘
に
別
れ
、
当

荘
の
中
心
が
西
分
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
が
木
本

荘
西
分
（
木
本
西
荘
）
を
経
営
し
た
有
力
者
の
城
館
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

四　
中
世
土
器
・
陶
磁
器
遺
物
組
成
の
遺
跡
間
比
較

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
遺
物
組
成
を
、
太
田
城
跡
の
も
の
と
比
較
検
討
す
る
。
両
遺

跡
は
和
歌
山
平
野
沿
岸
部
に
位
置
し
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
紀
ノ
川
北
岸
に
位
置
す
る
こ

と
に
対
し
て
、
太
田
城
跡
は
南
岸
平
野
部
に
立
地
す
る
。
遺
跡
間
の
距
離
は
、
約
九

㎞
を
測
る
。
ど
ち
ら
の
遺
跡
も
中
世
を
通
じ
て
営
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
の
中
心
的
な
遺
跡
と
い
え
る
（
図
（
）。

　
太
田
城
跡
は
、
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
長
期
間
に
わ
た
っ
て
営
ま

れ
た
太
田
・
黒
田
遺
跡
の
中
世
で
の
一
様
相
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
周
囲
に
は

古
代
か
ら
中
世
後
期
に
か
け
て
の
遺
跡
が
濃
密
に
分
布
し
て
い
る
。
紀
ノ
川
の
河
口

か
ら
約
三
㎞
遡
っ
た
位
置
に
立
地
し
て
お
り
、
中
世
の
紀
伊
北
部
に
お
け
る
重
要
な

河
川
交
通
及
び
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
中
世
後
期
に
は
、
環
濠

比
率
を
考
え
る
（
表
（
）。
分
類
は
、
椀
・
皿
類
と
盤
・
鉢
類
な
ど
を
食
膳
具
、
片

口
鉢
・
擂
鉢
を
調
理
具
、
壺
・
甕
類
を
貯
蔵
具
、
釜
・
鍋
類
を
煮
炊
具
、
火
鉢
類
を

暖
房
具
と
し
、
前
例
と
同
様
の
操
作
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
用
途
別
の
破
片
数
を

比
率
で
み
た
場
合
、
値
の
大
き
い
順
に
、
食
膳
具
八
一
％
、
煮
炊
具
八
％
、
貯
蔵
具

七
％
、
調
理
具
三
％
、
暖
房
具
一
％
と
な
り
、
用
途
別
の
組
成
比
率
は
食
膳
具
が
八

割
の
高
比
率
を
占
め
、
他
の
用
途
の
も
の
は
比
率
が
極
め
て
低
い
も
の
と
な
っ
た

（
図
（
左
下
）。

　
破
片
数
を
用
い
た
組
成
比
率
分
析
の
最
後
に
、
他
地
域
か
ら
搬
入
さ
れ
て
き
た
陶

磁
器
類
の
搬
入
先
別
、
す
な
わ
ち
産
地
別
に
分
類
し
、
組
成
比
率
を
考
え
る
（
表

（
）。
分
類
は
、
周
辺
域
を
含
め
て
近
畿
地
方
か
ら
と
み
ら
れ
る
も
の
に
東
播
系
須

恵
器
六
三
点
、
丹
波
焼
二
点
、
信
楽
焼
一
点
が
あ
る
。
東
海
地
方
か
ら
の
も
の
は
山

茶
碗
三
点
と
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
一
〇
六
点
、
常
滑
焼
二
五
六
点
が
あ
り
、
瀬
戸
内

地
方
か
ら
は
備
前
焼
五
五
〇
点
、
最
も
遠
方
か
ら
の
も
の
は
輸
入
陶
磁
器
で
、
中
国

製
の
白
磁
六
八
点
・
青
白
磁
二
点
・
青
磁
一
三
三
点
・
染
付
五
三
点
・
褐
釉
陶
器
一

点
、
朝
鮮
製
は
白
磁
一
点
・
褐
釉
陶
器
一
点
が
あ
り
、
搬
入
さ
れ
た
陶
磁
器
の
合
計

が
一
二
四
〇
点
を
数
え
る
。
以
上
の
産
地
を
明
確
に
で
き
た
陶
磁
器
の
破
片
に
つ
い

て
、
産
地
別
に
集
計
を
行
い
、
前
例
と
同
様
の
操
作
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
産
地

別
の
破
片
数
を
比
率
で
み
た
場
合
、
値
の
大
き
い
順
に
、
瀬
戸
内
地
方
四
四
％
、
東

海
地
方
三
〇
％
、
輸
入
陶
磁
器
二
一
％
、
近
畿
地
方
五
％
と
な
る
。
以
上
の
破
片
数

を
用
い
た
陶
磁
器
産
地
別
の
組
成
比
率
か
ら
、
当
地
に
搬
入
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、

瀬
戸
内
地
方
か
ら
の
も
の
が
四
割
強
、
東
海
地
方
の
も
の
が
三
割
の
高
比
率
で
、
輸

入
陶
磁
器
は
二
割
強
、
近
畿
地
方
か
ら
の
も
の
が
一
割
以
下
の
組
成
比
率
を
示
し
た

（
図
（
右
下
）。

　
遺
跡
単
独
の
遺
物
組
成
比
率
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
食
膳
具
が
八
割
の
高
比

率
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
食
膳
具
が
高
比
率
と
な
っ
た
原
因
は
瓦
器
椀
と
土
師
器

皿
が
大
量
に
出
土
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
（
図
（
左
上
・
右
上
）、
中
世
の

西
庄
Ⅱ
遺
跡
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
み
た
場
合
、
中
世
前
期
に
お
け
る
土
器
食
膳
具
の
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（
幅
約
一
〇
ｍ
、
深
さ
三
ｍ
）
で
東
西
約
四
五
〇
ｍ
、
南
北
約
三
五
〇
ｍ
の
集
落
範

囲
を
楕
円
形
に
囲
ん
で
お
り
、
北
側
及
び
西
側
が
二
重
環
濠
で
あ
っ
た
と
復
元
す
る

こ
と
が
で
き
、
そ
の
姿
が
太
田
城
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
（
（1
（

る
。

　
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
三
月
、
秀
吉
は
紀
州
を
攻
め
、
根
来
寺
・
粉
河
寺
を

焼
亡
さ
せ
、
雑
賀
を
占
領
し
た
が
、
こ
の
時
の
雑
賀
惣
国
最
後
の
抵
抗
拠
点
が
太
田

城
で
あ
っ
た
。
秀
吉
は
巨
大
な
堤
を
築
き
、
紀
ノ
川
か
ら
水
を
引
き
入
れ
、
太
田
城

を
水
攻
め
に
し
た
。
太
田
城
は
約
一
ヶ
月
の
後
、
落
城
し
た
と
さ
れ
（
（1
（

る
。

　
太
田
城
跡
の
遺
物
組
成
比
率
の
検
討
は
、
第
二
二
次
調
査
検
出
の
中
世
後
期
の
大

溝
出
土
遺
物
を
対
象
と
し
た
。
こ
れ
を
選
択
し
た
理
由
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
人
為

的
に
埋
め
戻
さ
れ
た
遺
構
で
あ
る
こ
と
、
埋
め
戻
し
に
際
し
周
囲
に
存
在
し
た
遺
物

が
不
作
為
に
包
含
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
遺
跡
中
心
部
に
お
け
る
遺
物
組
成
を
反

映
し
た
遺
物
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
（
（1
（

る
。

　
遺
物
組
成
を
検
討
し
た
遺
物
の
時
期
は
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
末
に
至

る
中
世
の
時
期
を
対
象
と
し
、
そ
の
時
期
の
土
器
・
陶
磁
器
を
抽
出
し
、
種
類
別
破

片
数
集
計
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
総
破
片
数
は
一
六
八
九
点
を
数
え
た
。
種
類
の
内
訳
は
、

中
世
土
師
器
一
〇
五
六
点
、
瓦
器
四
三
九
点
、
山
茶
椀
一
点
、
東
播
系
須
恵
器
二
一

点
、
土
師
質
・
瓦
質
土
器
三
六
点
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
一
四
点
、
常
滑
焼
三
六

点
、
備
前
焼
五
四
点
、
信
楽
焼
二
点
、
中
国
製
の
輸
入
陶
磁
器
三
〇
点
（
白
磁
一
二

点
、
青
白
磁
二
点
、
青
磁
一
一
点
、
染
付
五
点
）
で
あ
る
。

　
種
類
別
の
破
片
数
を
比
率
で
み
た
場
合
、
値
の
大
き
い
順
に
、
中
世
土
師
器
六
三

％
、
瓦
器
二
六
％
、
備
前
焼
三
％
、
土
師
質
・
瓦
質
土
器
二
％
、
常
滑
焼
二
％
、
中

国
製
陶
磁
器
は
青
磁
・
白
磁
・
染
付
を
合
わ
せ
て
二
％
、
東
播
系
須
恵
器
一
％
、
瀬

戸
・
美
濃
系
陶
器
一
％
と
な
る
。
山
茶
椀
一
点
は
比
率
に
は
顔
を
出
さ
な
い
が
、
一

点
で
も
存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
以
上
、
種
類
別
の
組
成
比
率
は
中
世
土
師

器
が
六
割
強
、
瓦
器
が
四
分
の
一
強
の
高
比
率
で
あ
り
、
こ
の
二
種
で
全
土
器
の
九

割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
（
図
（
右
）。

図 4　太田城跡・安宅本城跡の中世土器・陶磁器破片数組成比率

中世土師器
76%

中世土師器
63%

瓦器
26%

備前焼
3%

土師質･瓦質
土器
2%

常滑焼
2%

青磁・白磁・
染付
2%

東播系須恵
器
1%

瀬戸美濃系
陶器
1%

太田城跡

備前焼
7%

青磁･白磁･
染付
5%

瓦器
3%

山茶椀
3%

瀬戸･美濃系
陶器
3%

常滑焼
2%

土師質･瓦質
土器
1%

安宅本城跡
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点
、
東
播
系
須
恵
器
六
点
、
土
師
質
・
瓦
質
土
器
二
三
点
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
七

六
点
、
常
滑
焼
七
四
点
、
備
前
焼
二
二
二
点
、
中
国
製
輸
入
陶
磁
器
一
五
五
点
（
白

磁
五
〇
点
、
青
磁
五
八
点
、
染
付
四
七
点
）
で
あ
る
。
そ
の
他
、
中
国
南
部
産
の
可

能
性
の
あ
る
黒
褐
釉
陶
器
三
点
と
朝
鮮
製
褐
釉
陶
器
一
点
、
産
地
不
明
陶
器
二
点
が

あ
る
。

　
種
類
別
の
破
片
数
を
比
率
で
み
た
場
合
、
値
の
大
き
い
順
に
、
中
世
土
師
器
七
六

％
、
備
前
焼
七
％
、
中
国
製
陶
磁
器
（
青
磁
二
％
・
白
磁
二
％
・
染
付
一
％
）
五

％
、
瓦
器
三
％
、
山
茶
椀
三
％
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
三
％
、
常
滑
焼
二
％
、
土
師

質
・
瓦
質
土
器
一
％
、
と
な
る
（
図
（
左
）。
な
お
、
比
率
に
は
顔
を
出
さ
な
い
が

東
播
系
須
恵
器
が
六
点
出
土
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
以
上
、
種
類
別
の
組
成
比
率
は
中
世
土
師
器
が
四
分
の
三
と
最
も
高
比
率
で
、
二

位
の
備
前
焼
七
％
と
三
位
の
中
国
製
陶
磁
器
五
％
は
近
似
し
た
比
率
と
い
え
、
合
わ

せ
て
七
分
の
一
を
占
め
、
こ
の
上
位
三
種
で
全
土
器
の
九
割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ

た
。
な
お
、
山
茶
椀
と
瓦
器
が
、
ど
ち
ら
も
三
％
と
同
じ
比
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
中

世
前
期
の
食
膳
具
が
東
西
か
ら
の
搬
入
に
お
い
て
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
別
破
片
数
組
成
比
率
を
安
宅
本

城
の
も
の
と
比
較
す
る
。
中
世
土
師
器
は
西
庄
Ⅱ
遺
跡
六
五
％
、
安
宅
本
城
跡
七
六

％
で
、
ど
ち
ら
も
組
成
比
率
の
一
位
で
あ
る
点
は
共
通
す
る
が
、
安
宅
本
城
跡
の
比

率
が
や
や
高
い
。
西
庄
Ⅱ
遺
跡
の
瓦
器
は
二
三
％
で
あ
る
が
、
安
宅
本
城
跡
は
僅
か

三
％
で
西
庄
Ⅱ
遺
跡
が
優
勢
で
あ
る
。
備
前
焼
は
西
庄
Ⅱ
遺
跡
四
％
、
安
宅
本
城
跡

七
％
、
中
国
製
陶
磁
器
は
西
庄
Ⅱ
遺
跡
二
％
、
安
宅
本
城
跡
五
％
で
ど
ち
ら
も
安
宅

本
城
跡
が
優
勢
で
あ
る
。
常
滑
焼
は
ど
ち
ら
も
二
％
で
同
じ
比
率
を
占
め
る
が
、
瀬

戸
・
美
濃
系
陶
器
は
西
庄
Ⅱ
遺
跡
一
％
、
安
宅
本
城
跡
三
％
で
安
宅
本
城
跡
が
優
勢

で
あ
る
。
土
師
質
・
瓦
質
土
器
は
西
庄
Ⅱ
遺
跡
三
％
、
安
宅
本
城
跡
一
％
で
西
庄
Ⅱ

遺
跡
が
優
勢
で
あ
る
。
な
お
、
山
茶
椀
は
安
宅
本
城
跡
三
％
に
対
し
て
西
庄
Ⅱ
遺
跡

は
一
％
に
満
た
な
い
僅
か
三
点
の
出
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
宅
本
城
跡
が
圧
倒
的

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
別
破
片
数
組
成
比
率
を
太
田
城

跡
の
も
の
と
比
較
す
る
。
中
世
土
師
器
は
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
六
五
％
と
太
田
城
跡
六
三

％
、
同
瓦
器
二
三
％
と
二
六
％
で
組
成
比
率
の
上
位
一
・
二
位
が
近
似
し
た
値
を
示

し
、
こ
の
上
位
二
種
類
で
約
九
割
を
占
め
る
点
が
極
め
て
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、

上
位
三
位
は
備
前
焼
、
同
四
位
が
土
師
質
・
瓦
質
土
器
で
あ
る
点
も
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
以
下
の
順
位
は
異
な
る
が
、
中
国
製
陶
磁
器
、
常
滑
焼
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器

は
一
～
二
％
の
少
な
い
比
率
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
な
お
、
比
率
は
一
％

前
後
で
あ
る
が
東
播
系
須
恵
器
も
そ
れ
ぞ
れ
一
定
量
あ
り
、
比
率
に
は
顔
を
出
さ
な

い
が
西
庄
Ⅱ
遺
跡
に
山
茶
椀
三
点
、
太
田
城
跡
に
同
一
点
と
僅
か
数
点
で
は
あ
る
が

出
土
し
て
い
る
点
も
共
通
点
に
あ
げ
ら
れ
る
。

　
以
上
、
両
遺
跡
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
別
破
片
数
組
成
比
率
は
極
め
て
近

似
し
た
も
の
と
い
え
、
中
世
を
通
じ
た
時
期
の
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
城
館
遺
跡
共

通
の
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
組
成
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。　
　
　

　
次
に
、
近
似
し
た
条
件
を
持
つ
安
宅
本
城
跡
と
比
較
す
る
。
安
宅
本
城
跡
は
紀
伊

半
島
南
西
沿
岸
部
に
位
置
す
る
中
世
の
城
館
跡
で
あ
り
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
と
は
直
線
距

離
で
約
八
〇
㎞
を
隔
て
た
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
日
置
川
の
河
口
か
ら
約
三
㎞
遡
っ

た
日
置
川
左
岸
の
平
野
部
に
位
置
す
る
。
中
世
の
熊
野
水
軍
の
一
派
・
安
宅
氏
の
本

拠
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
出
土
遺
物
の
主
体
は

中
世
で
あ
る
が
、
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
遺
物
が
出
土
し
、
長
期
間
に
渡

っ
て
営
ま
れ
た
集
落
の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
（
（1
（
た
。

　
安
宅
本
城
跡
は
、
こ
れ
ま
で
五
次
数
に
渡
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
（
（1
（

り
、
遺

物
組
成
を
比
較
す
る
場
合
、
出
土
遺
物
の
総
破
片
数
が
多
い
ほ
ど
安
定
し
た
比
率
を

示
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
次
か
ら
第
五
次
調
査
ま
で
を
合
算
し
た
数
値

処
理
を
行
っ
た
。
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
末
に
至
る
時
期
の
土
器
・
陶
磁
器

を
抽
出
し
て
作
成
し
た
結
果
、
そ
の
時
期
の
総
破
片
数
は
三
〇
五
〇
点
を
数
え
た

（
本
書
三
二
二
頁
・
佐
藤
報
告
表
（
参
照
）。

　
種
類
の
内
訳
は
、
中
世
土
師
器
二
二
九
九
点
、
瓦
器
一
〇
四
点
、
山
茶
椀
八
五
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ら
十
六
世
紀
末
）
の
土
器
・
陶
磁
器
を
抽
出
し
、
種
類
の
比
較
を
試
み
る
。

　
川
関
遺
跡
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
は
、
瓦
器
、
中
世
土
師
器
（
皿
が
主
体
で
あ
る

が
、
煮
炊
具
で
は
畿
内
系
・
南
伊
勢
系
・
播
磨
系
が
あ
る
）、
瓦
質
土
器
、
山
茶

椀
、
東
播
系
須
恵
器
、
常
滑
焼
、
備
前
焼
、
伊
賀
・
信
楽
焼
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶

器
、
中
国
製
・
朝
鮮
製
・
東
南
ア
ジ
ア
製
陶
磁
器
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
食
膳
具
に

漆
器
、
煮
炊
具
に
石
鍋
と
鉄
製
鍋
・
釜
・
五
徳
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
川
関
遺
跡
の
出
土
遺
物
破
片
数
は
未
公
表
で
あ
る
た
め
、
発
掘
調
査
報
告
書
に
掲

載
さ
れ
た
記
述
と
遺
物
実
測
図
の
分
量
な
ど
を
参
考
に
検
討
を
行
う
。

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
や
安
宅
本
城
跡
と
比
較
し
た
場
合
、
両
遺
跡
に
み
ら
れ
る
土
師
質
土

器
の
出
土
が
無
く
、
搬
入
さ
れ
無
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
や
安
宅

本
城
跡
と
比
較
し
て
山
茶
椀
の
出
土
量
が
多
く
、
生
産
地
と
の
距
離
の
遠
近
で
説
明

で
き
る
。
ま
た
、
南
伊
勢
系
土
師
器
鍋
も
多
く
、
同
様
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
瓦
器
、
播
磨
系
土
師
器
鍋
、
瓦
質
土
器
、
東
播
系
須
恵
器
、
備
前
焼
、
伊
賀
・

信
楽
焼
、
中
国
製
・
朝
鮮
製
・
東
南
ア
ジ
ア
製
陶
磁
器
な
ど
、
西
側
か
ら
の
広
域
流

通
品
が
一
定
量
出
土
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
古
代
末
か
ら
江
戸

時
代
初
頭
ま
で
長
期
間
に
渡
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
本
遺
跡
は
当

地
域
の
中
心
的
な
遺
跡
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　
以
上
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
遺
物
組
成
を
、
太
田
城
跡
、
安
宅
本
城
跡
、
川
関
遺

跡
と
比
較
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
末
の
中

世
を
通
じ
て
長
期
間
に
渡
っ
て
営
ま
れ
た
遺
跡
で
あ
る
点
が
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
の
中
心
的
な
城
館
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
資
料
報
告
に
お
い
て
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
の
遺
物

組
成
を
報
告
し
、
他
の
城
館
遺
跡
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
。

　
西
庄
Ⅱ
遺
跡
と
太
田
城
跡
の
遺
物
種
類
組
成
比
率
の
比
較
検
討
か
ら
、
遺
物
組
成

に
優
勢
と
い
え
る
。
ま
た
、
東
播
系
須
恵
器
は
西
庄
Ⅱ
遺
跡
で
六
三
点
出
土
し
て
お

り
一
％
に
僅
か
に
満
た
な
い
た
め
比
率
に
は
表
れ
な
い
が
、
安
宅
本
城
跡
で
は
僅
か

六
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
西
庄
Ⅱ
遺
跡
が
優
勢
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
広
域
流
通
品
と
み
ら
れ
る
土
器
・
陶
磁
器
の
所
属
時
期
を
考
え
た
場
合
、
中
世
前

期
の
も
の
は
瓦
器
、
山
茶
椀
、
東
播
系
須
恵
器
、
中
世
後
期
に
主
体
の
あ
る
も
の
は

備
前
焼
と
土
師
質
・
瓦
質
土
器
で
あ
る
。
中
世
全
般
に
み
ら
れ
る
も
の
は
、
常
滑

焼
、
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
、
中
国
製
陶
磁
器
が
あ
る
。

　
中
世
前
期
に
限
っ
て
み
た
場
合
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
瓦
器
と
東
播
系
須
恵
器
が
優
勢

で
、
安
宅
本
城
跡
は
山
茶
椀
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
生
産
地
か
ら
の
距
離
の
遠
近

と
輸
送
費
コ
ス
ト
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
生
産
地
に
近
い
ほ
ど
安
価
に
入
手
で

き
た
結
果
と
理
解
で
き
る
。
瀬
戸
・
美
濃
系
陶
器
の
安
宅
本
城
跡
優
勢
も
こ
れ
と
同

様
の
理
由
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
常
滑
焼
は
両
遺
跡
と
も
同
じ
比
率
を
示
す
が
、
生
産
地
か
ら
の
距
離
を
考
え
る
と

西
庄
Ⅱ
遺
跡
が
積
極
的
に
入
手
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
中
世
後
期
で
は
、
西
庄
Ⅱ
遺
跡
は
土
師
質
・
瓦
質
土
器
が
優
勢
で
、
安
宅
本
城
跡

は
備
前
焼
が
優
勢
で
あ
る
。
土
師
質
・
瓦
質
土
器
は
生
産
地
に
近
い
た
め
西
庄
Ⅱ
遺

跡
が
優
勢
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
が
、
安
宅
本
城
跡
で
備
前
焼
が
優
勢
な
こ
と
は
生

産
地
と
の
距
離
の
遠
近
で
説
明
が
つ
か
な
い
。
安
宅
氏
が
水
軍
領
主
と
し
て
海
運
に

積
極
的
に
関
わ
り
集
積
し
た
、
も
し
く
は
消
費
地
と
し
て
積
極
的
に
購
入
し
た
な
ど

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
中
国
製
陶
磁
器
の
安
宅
本
城
跡
優
勢
も
こ
れ
と
同
様
の
理

由
と
み
ら
れ
る
。

　
紀
伊
半
島
南
東
沿
岸
部
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
中
世
城
館
跡
と
し
て
川
関
遺
跡

が
あ
る
。
遺
跡
は
、
熊
野
三
山
の
一
つ
那
智
山
の
入
口
部
分
に
あ
た
る
那
智
川
河
口

か
ら
〇
・
五
㎞
遡
っ
た
、
標
高
四
ｍ
の
狭
い
平
野
部
に
位
置
す
る
。

　
川
関
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
十
一
世
紀
前
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
ま
で
の
、
古
代
末

か
ら
江
戸
時
代
初
頭
の
長
期
間
に
渡
る
多
種
多
様
な
も
の
が
報
告
さ
れ
て
い
（
11
（

る
。
西

庄
Ⅱ
遺
跡
な
ど
と
同
一
条
件
で
の
比
較
を
試
み
る
た
め
、
中
世
（
十
一
世
紀
後
半
か
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注
（
（
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
一
九
「
発
掘
調
査
か
ら
見
た
和
歌
山
平
野
の
中
世
城
館
」『
文

献
・
考
古
・
縄
張
り
か
ら
探
る
　
近
畿
の
城
郭
』
中
井
均
監
修
・
城
郭
談
話
会

編
　
戎
光
祥
出
版
　
図
（
は
、
本
文
献
か
ら
引
用
し
た
。

（
（
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
〇
六
「「
太
田
城
跡
」
周
辺
の
考
古
学
的
考
察
」『
和
歌
山
平

野
に
お
け
る
荘
園
遺
跡
の
復
元
研
究 

―
中
世
日
前
宮
領
の
研
究
―
』（
平
成
（（
～

（（
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
）
海
津
一
朗
編

（
（
）
日
本
貿
易
陶
磁
研
究
会
　
一
九
八
四
『
貿
易
陶
磁
研
究
』
第
（
号
　
本
研
究
誌

上
に
お
い
て
特
集
「
日
本
各
地
の
遺
跡
に
お
け
る
陶
磁
器
の
組
成
と
機
能
分
担
」

が
組
ま
れ
、
中
世
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
毎
の
破
片
数
を

集
計
し
、
組
成
比
率
を
検
討
す
る
研
究
が
全
国
規
模
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
研
究

に
お
い
て
、
小
野
正
敏
氏
は
、
遺
跡
間
の
遺
物
組
成
を
比
較
す
る
こ
と
は
有
効

で
あ
り
、
畿
内
周
辺
、
東
北
・
北
海
道
、
琉
球
と
大
き
く
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
組
成
研
究
は
遺
跡
単
位
以
外
に
、
都

市
や
町
、
井
戸
や
溝
な
ど
の
遺
構
単
位
な
ど
様
々
な
ラ
ン
ク
で
設
定
が
可
能
と

し
つ
つ
も
、
そ
の
特
徴
が
所
属
遺
構
本
来
の
機
能
や
使
用
時
の
遺
物
の
組
合
せ

だ
け
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
比
較
す
る
条
件
等
を
一
定
に
す
る
な
ど
の

注
意
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
（
）
辻
林
浩
　
一
九
九
四
「
検
出
遺
構
か
ら
み
た
西
庄
Ⅱ
遺
跡
に
つ
い
て
」『
和
歌
山

県
史 

中
世
』
和
歌
山
県
史
編
纂
委
員
会

（
（
）
西
庄
Ⅱ
遺
跡
の
出
土
遺
物
は
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
の
遺
物
整
理
台
帳
で
管

理
さ
れ
て
お
り
、
調
査
地
区
・
第
Ⅰ
～
Ⅲ
区
の
全
て
の
遺
物
は
コ
ン
テ
ナ
で
一

六
〇
箱
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
調
査
は
、
中
世
城
館
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
第

Ⅰ
区
出
土
の
中
世
土
器
・
陶
磁
器
八
八
箱
を
選
択
・
抽
出
し
て
実
施
し
た
。
ま

た
、
遺
物
整
理
台
帳
作
成
前
に
資
料
の
一
部
が
抽
出
さ
れ
、
和
歌
山
県
立
紀
伊

風
土
記
の
丘
及
び
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
お
い
て
展
示
・
保
管
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
別
に
調
査
を
行
い
、
計
数
に
加
え
た
。

（
（
）
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
　
二
〇
〇
七
『
和
歌
山
県
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
所
在
地

図
』

（
（
）
角
川
書
店
　
一
九
八
五
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
　
和
歌
山
県
』

（
（
）
高
橋
修
　
二
〇
〇
〇
『
中
世
武
士
団
と
地
域
社
会
』
清
文
堂
出
版

（
（
）
小
林
保
夫
　
一
九
九
一
「
南
北
朝
内
乱
期
の
和
歌
山
」『
和
歌
山
市
史
』
第
一
巻
　

の
内
容
が
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
は
中
世
を
通
じ
た

時
期
の
和
歌
山
平
野
に
お
け
る
城
館
遺
跡
共
通
の
土
器
・
陶
磁
器
の
種
類
組
成
を
示

し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
安
宅
本
城
跡
と
の
比
較
検
討
の
結
果
、
広
域
流
通
品
と
み
ら
れ
る
土
器
・
陶
磁
器

は
、
中
世
前
期
で
は
生
産
地
か
ら
の
距
離
の
遠
近
と
輸
送
費
コ
ス
ト
が
組
成
比
率
に

反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
、
生
産
地
に
近
い
遺
跡
の
組
成
比
率
が
優
勢
と
な
る
結
果
と

な
っ
た
。
中
世
後
期
で
は
、
同
様
の
理
由
で
説
明
で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
備
前
焼

や
中
国
製
陶
磁
器
な
ど
生
産
地
と
の
距
離
の
遠
近
で
説
明
が
つ
か
な
い
比
率
を
示
す

も
の
が
あ
り
、
海
運
に
積
極
的
に
関
わ
り
集
積
し
た
、
も
し
く
は
消
費
地
と
し
て
積

極
的
に
購
入
し
た
な
ど
の
理
由
を
推
定
し
た
。

　
な
お
、
山
茶
椀
の
和
歌
山
平
野
の
城
館
遺
跡
か
ら
の
出
土
は
僅
少
で
あ
る
が
、
僅

か
数
点
で
も
出
土
し
て
い
る
事
実
は
重
要
で
あ
り
、
数
の
少
な
さ
は
商
品
と
し
て
の

流
通
な
ど
で
は
無
く
、
東
海
地
方
か
ら
の
人
の
往
来
を
示
す
遺
物
で
あ
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
ま
た
、
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
に
位
置
す
る
安
宅
本
城
跡
の
食
膳
具
で
あ
る
山
茶

椀
と
瓦
器
が
、
ど
ち
ら
も
三
％
と
同
じ
比
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
世
前
期
の
食
膳
具

に
つ
い
て
、
東
か
ら
の
山
茶
椀
と
西
か
ら
の
瓦
器
の
搬
入
が
拮
抗
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
紀
伊
半
島
南
西
沿
岸
部
の
日
置
川
下
流
域
周

辺
が
山
茶
椀
と
瓦
器
の
面
的
分
布
範
囲
が
重
複
し
拮
抗
す
る
地
域
で
あ
る
と
推
定
で

き
る
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
紀
伊
半
島
南
東
沿
岸
部
に
位
置
す
る
川
関
遺
跡
で
は
山
茶

椀
が
多
く
出
土
し
て
お
り
、
瓦
器
に
対
し
て
優
勢
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
生
産
地
に

よ
り
近
い
遺
跡
が
優
勢
と
な
る
組
成
比
率
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
報
告
に
あ
た
っ
て
は
、
和
歌
山
県
教
育
委
員
会
の
田
中
元
浩
氏
、
紀
伊
風
土
記

の
丘
資
料
館
の
金
澤
舞
氏
に
、
資
料
の
閲
覧
・
計
数
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜

を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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―
那
智
勝
浦
道
路
建
設
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』

和
歌
山
市
史
編
纂
委
員
会

（
（0
）
矢
田
俊
文
　
二
〇
〇
二
『
日
本
中
世
戦
国
期
の
地
域
と
民
衆
』
清
文
堂
出
版

（
（（
）
図
（
は
、
注
（
文
献
か
ら
引
用
し
た
。

（
（（
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
一
八
「
西
庄
Ⅱ
遺
跡
」『
図
解
　
近
畿
の
城
郭
Ⅴ
』
戎
光
祥
出

版

（
（（
）
今
回
の
調
査
で
は
中
世
土
器
・
陶
磁
器
を
抽
出
し
た
が
、
発
掘
調
査
に
お
い
て

は
、
弥
生
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
黒
色
土
器
、
近
世
土
器
・
陶
磁
器
、

瓦
、
土
錘
な
ど
の
土
製
品
、
石
鏃
な
ど
の
石
器
、
砥
石
や
滑
石
製
石
鍋
、
茶
臼

や
五
輪
塔
部
材
な
ど
の
石
製
品
、
鉄
製
角
釘
・
刀
子
や
銅
製
金
具
な
ど
の
金
属

製
品
、
漆
器
・
杭
な
ど
の
木
製
品
、
種
子
・
貝
な
ど
の
自
然
遺
物
、
焼
土
化
し

た
壁
土
な
ど
、
弥
生
時
代
か
ら
長
期
間
に
渡
る
多
種
多
様
な
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
。

（
（（
）
調
査
は
、
和
歌
山
県
遺
物
収
蔵
庫
（
紀
の
川
市
）、
和
歌
山
県
立
紀
伊
風
土
記
の

丘
資
料
館
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
お
い
て
実
施
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
（
箱
に
つ

き
遺
物
登
録
台
帳
（
枚
を
作
成
し
、
中
世
土
器
・
陶
磁
器
等
を
分
類
し
、
種
類

毎
の
破
片
数
を
記
入
し
た
。
作
業
は
北
野
が
行
っ
た
他
、
坂
本
亮
太
・
佐
藤
純

一
が
協
力
し
て
実
施
し
た
。
遺
物
登
録
台
帳
作
成
後
に
集
計
作
業
を
行
い
、
表

（
～
（
・
図
（
を
作
成
し
た
。

（
（（
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
〇
八
「
太
田
城
跡
の
考
古
学
史
と
景
観
復
元
」『
和
歌
山
大
学

紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
第
（（
号
　
和
歌
山
大
学
、
北
野
隆
亮
　
二

〇
一
五
「
太
田
城
跡
の
環
濠
復
元
」『
太
田
・
黒
田
遺
跡
第
（（
次
発
掘
調
査
報
告

書
』
公
益
財
団
法
人
和
歌
山
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
（（
）
三
尾
　
功
　
一
九
九
一
「
秀
吉
の
紀
州
攻
め
」『
和
歌
山
市
史
』
第
一
巻
　
和
歌

山
市
史
編
纂
委
員
会

（
（（
）
注
（
文
献
に
同
じ
　
図
（
右
の
円
グ
ラ
フ
は
注
（
文
献
か
ら
引
用
し
た
。

（
（（
）
北
野
隆
亮
　
二
〇
〇
五
「
遺
物
組
成
か
ら
み
た
安
宅
本
城
跡
」『
日
置
川
町
史
　

第
（
巻
　
中
世
編
』
日
置
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会

（
（（
）
白
浜
町
教
育
委
員
会
・
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
発
掘
調
査
委
員
会
　
二
〇
一
四

『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
』、
白
浜
町
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
九

『
安
宅
荘
中
世
城
郭
群
総
合
調
査
報
告
書
　
補
遺
編
』　
図
（
左
の
円
グ
ラ
フ
は

本
書
三
二
二
頁
・
佐
藤
報
告
表
（
を
も
と
に
作
成
し
た
。

（
（0
）
財
団
法
人
和
歌
山
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
〇
四
『
藤
倉
城
跡
・
川
関
遺
跡
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